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本
書
は
、
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
大
学
歴
史
学
科
教
授
ジ
ョ
テ
ィ
シ
ュ
キ
ー
氏
の

著
作

A
n
d
rew

 
J
o
tisch

k
y, 

C
ru

sa
d
in
g
 
a
n
d
 
th
e 

C
ru

sa
d
er 

S
ta
tes, 

L
o
n
d
o
n
 2
0
0
4
の
森
田
安
一
氏
に
よ
る
全
訳
で
あ
る
。
序
文
で
述
べ
ら
れ
る

よ
う
に
、
著
者
は
、
多
様
化
す
る
十
字
軍
の
定
義
と
そ
の
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
に

関
す
る
論
考
を
顧
慮
し
、
聖
地
だ
け
で
は
な
く
ス
ペ
イ
ン
か
ら
バ
ル
ト
海
沿

岸
地
域
に
至
る
広
範
な
地
域
の
事
例
を
網
羅
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
十
字
軍
運
動
に
お
け
る
諸
事
件
を
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
に
は
主
眼

を
置
か
ず
、
よ
り
幅
広
い
視
野
の
も
と
で
、
そ
の
全
体
像
の
包
括
的
な
分
析

が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

 
第
一
章
は
、
十
字
軍
研
究
に
お
け
る
三
つ
の
問
題
（
十
字
軍
の
定
義
、
十
字

軍
士
の
参
加
動
機
、
聖
地
に
お
け
る
植
民
地
主
義
）
に
つ
い
て
、
近
年
飛
躍
的
に
発

展
し
た
研
究
動
向
を
踏
ま
え
て
考
察
し
て
い
る
。
第
二
章
で
は
、
十
字
軍
運

動
の
背
景
を
教
皇
庁
と
十
字
軍
士
の
動
向
お
よ
び
東
地
中
海
情
勢
を
総
合
的

に
分
析
し
、
続
く
第
三
章
は
第
一
次
十
字
軍
と
そ
の
経
過
、
第
四
章
は
十
二

世
紀
後
半
ま
で
の
十
字
軍
国
家
の
動
静
を
扱
う
。
 

 
第
五
章
「
イ
ス
ラ
ー
ム
の
反
応
」
な
ら
び
に
第
六
章
「
十
字
軍
社
会
」
は
、

筆
者
の
研
究
成
果
を
反
映
し
た
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
前
者
は
ム
ス
リ
ム

に
よ
る
十
字
軍
の
理
解
と
衝
撃
か
ら
、
一
一
三
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か

け
て
ジ
ハ
ー
ド
理
念
が
復
活
し
て
ゆ
く
ま
で
を
概
説
す
る
。
後
者
は
フ
ラ
ン

ク
人
が
東
方
に
築
い
た
社
会
の
性
質
お
よ
び
ム
ス
リ
ム
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
と

の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。
特
に
、
近
年
の
考
古
学
的
発
見
に
基
づ
い
た
十

字
軍
芸
術
に
つ
い
て
の
言
及
や
、
聖
地
に
お
け
る
宗
教
生
活
に
つ
い
て
の
見

解
は
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
 

 
第
七
章
と
第
八
章
で
は
、
十
字
軍
運
動
の
多
様
性
を
考
証
す
る
。
ま
ず
、

一
一
八
七
年
の
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
王
国
の
陥
落
を
契
機
と
し
た
新
た
な
展
開
と

し
て
、
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
三
世
に
よ
る
十
字
軍
運
動
の
理
念
と
実
践
に

焦
点
を
当
て
、
ア
ル
ビ
ジ
ョ
ワ
十
字
軍
や
統
一
十
字
軍
の
事
例
を
取
り
上
げ

る
。
次
章
で
は
、
中
世
に
お
い
て
十
字
軍
運
動
の
理
念
が
適
用
さ
れ
た
聖
戦

と
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
レ
コ
ン
キ
ス
タ
、
北
の
十
字
軍
、「
政
治
的
十

字
軍
」、
一
二
〇
四
年
に
フ
ラ
ン
ク
人
国
家
が
創
出
さ
れ
た
ギ
リ
シ
ア
世
界
の

事
例
分
析
が
な
さ
れ
る
。
 

 
第
九
章
で
は
、
十
三
世
紀
に
お
け
る
十
字
軍
運
動
の
変
化
と
し
て
、
新
た

に
エ
ジ
プ
ト
を
目
的
地
と
し
た
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
と
聖
王
ル
イ
の
遠
征
、

イ
ェ
ル
サ
レ
ム
王
国
の
王
位
継
承
問
題
が
論
じ
ら
れ
る
。
第
十
章
で
は
、
後

期
十
字
軍
と
題
し
、
ア
ッ
コ
ン
陥
落
後
の
十
字
軍
諸
国
家
の
分
裂
と
そ
の
後

の
西
欧
世
界
を
俯
瞰
す
る
。
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
る
十
字
軍
運
動
の
諸
困

難
と
と
も
に
、
十
三
、
十
四
世
紀
以
降
の
教
皇
庁
や
「
聖
地
回
復
論
文
」
に

見
ら
れ
る
聖
戦
へ
の
熱
意
と
反
省
、
そ
し
て
中
世
後
期
の
人
々
の
心
性
に
お

け
る
聖
地
の
イ
メ
ー
ジ
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
 

 
本
書
は
、
十
字
軍
の
理
念
や
起
源
に
関
す
る
議
論
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ま
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ざ
ま
な
複
線
的
な
要
因
と
絶
え
ず
変
化
す
る
同
時
代
的
な
動
向
の
中
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
十
字
軍
運
動
の
実
像
を
見
事
に
描
い
て
い
る
。
著
者
は
、
十
字

軍
に
つ
い
て
学
ぶ
と
い
う
こ
と
が
西
欧
社
会
の
社
会
構
造
を
研
究
す
る
こ
と

と
し
、
今
日
の
十
字
軍
研
究
を
学
際
的
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
。
訳
者
の
森

田
氏
の
心
遣
い
に
よ
り
、
本
書
は
年
表
や
図
表
の
付
録
が
充
実
し
て
お
り
、

専
門
家
で
な
く
と
も
読
み
や
す
い
。
ぜ
ひ
、
多
く
の
方
々
の
手
に
取
っ
て
頂

き
た
い
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
関
沼
耕
平
）
 

             

                    
 


